
春日部市立大増中学校  第 １ 学年  英語科 シラバス 

 

学期・月 学習の内容 主な学習のねらい 

１
学
期 

４月 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（授業の進め方等） 

Program0 ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄあいさつ 

自己紹介をしよう など 

・ﾌｫﾆｯｸｽを通してｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの様々な読み方や、英語の発

音体系に慣れる(ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの形と発音) 

・ALT に英語で自己紹介できる（like,can,want to,when） 

5 月 

辞書を引いてみよう 

Program1 友だちを作ろう、数

Program2 1-B の生徒たち、 

曜日と天気 

・辞書の引き方 

・日常生活で使われる簡単な英語の挨拶を覚える。身の

回りのものを英語で発音できる（be 動詞、where） 

・自己紹介文を書くことができる(一般動詞) 

6 月 

ｱｸｼｮﾝｺｰﾅｰ 

Program3 ﾀﾚﾝﾄｼｮｰを聞こう 

 

・英語で指示をして動く（命令文） 

・身近な人などのできることやできないことを聞き取っ

たり書いたりできる（can,what の疑問文） 

7 月 

ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰｼｮｯﾌﾟへ行こう 

Program4 Let’s Enjoy Japanese Culture 

持ち主を尋ねよう 

・友達や身の回りのものについて聞き取ったり書いたり

することができる（This is/That is、代名詞、who） 

・自分や相手の持ち物を伝え合うことができる 

２
学
期 

9 月 

Program5 The Junior Safety Patrol 

季節・月の名前 

 

・自分と相手以外の人について聞き取ったり書いたりす

ることができる(三人称単数現在) 

・自分の好きな季節や月を伝え合うことができる 

10月 

Program6 The Way to School 

道案内をしよう 

店内放送を聞こう 

順番・日付の言い方 

・登場人物や好きなｷｬﾗｸﾀｰの家族について聞き取ったり

書いたりすることができる（why/because） 

・駅ビルの道案内で自分が行きたい場所や行き方など 

を伝え合うことができる(where is/Turn など) 

11月 

Program7 Research on Australia 

話の組み立てを考えよう 

英語でやりとりしよう② 

・ｵｰｽﾄﾗﾘｱの様子について知るために、会話文を読んで 

概要や要点を捉えることができる 

・スピーチの構成 

12月 

この人を知っていますか 

（他人紹介） 

Program8 The Year-End Events 

絵や写真を英語で表現しよう 

・スピーチを聞き取ったり読み取ったりすることができ

る 

・「今していること」について聞き取ったり書いたりす

ることができる 

３
学
期 

 

1 月 

Program9 A Trip to Finland 

文の内容を整理し、表現しよ

う 

・相手に分かってもらえるように、過去にしたことにつ

いて、伝え合うことができる 

・内容について情報を整理し説明することができる 

2 月 

Program10 Grandma Baba’s 

Warming Ideas! 

英語でやりとりしよう③ 

・物語の内容を他の人へ伝えるため絵を相手に示しなが

ら話すことができる（be 動詞過去形・過去進行形） 

 

3 月 

私が選んだ 1 枚 

絵はがきを書こう 

1 年間の総復習 

・相手の思い出や好きなものをもっと知るために，友だ

ちのｽﾋﾟｰﾁを聞いて自分が感じたり、考えたりしたこと

を即興で伝え合うことができる 

内 容 



  ＜予習＞（または前回の復習）          ＜授業＞               ＜復習＞（次回の予習含む） 

 ・教科書の音読練習               ・積極的な発表（挙手）        ・授業の見直し（ノート） 

 ・新出単語の意味調べ              ・会話活動（練習）          ・ワークの問題を解く 

 ・ノート作り                  ・課題の取り組み           ・課題（プリントなど） 

 （前回の宿題や練習問題ワーク）         ・反復練習              ・反復練習 

                         （音読、英単語、英会話）       （音読、英単語、英作文） 

 

＜評価の観点＞ 5 領域（聞くこと、読むこと、話すこと（やりとり）、話すこと（発表）、書くこと） 

①（知識・技能）英語表現や文法の知識を理解している／実際のコミュニケーションで活用できる技能を身につけている 

 ②（思考・判断・表現）コミュニケーションの状況に応じて、英語で情報を理解したり表現したり伝え合ったりしている 

 ③（主体的に学習に取り組む態度）背景や文化の理解を深め、相手に配慮して主体的にコミュニケーションを図ろうとしている 

【評価の方法】 

・年間 4 回の定期テスト（①、②）の他に、小テスト（①）、課題テスト（読み・スピーチなど）（①、②、

③）、課題プリント（①）、提出物（ワーク、ノート、宿題、ファイル等）（①、②、③）、スペリングコン

テスト（①）も評価対象となりますので、一つ一つの取り組みを着実に行いましょう。 

 

<使用教材・必要な道具等> 

・教科書                    ・英和辞書（電子辞書可） 

・ノート（基本線（４線）の入った英語用ノート）  

・ワーク、授業で配布するプリント類 

<テスト提出物＞ 

学期 テスト予定（範囲） 提出物 

１学期 期末テスト…Program1、2、１・２年生の復習問題 
・授業中の小テスト 

・英単語ｽﾍﾟﾘﾝｸﾞｺﾝﾃｽﾄ（ｽﾍﾟｺﾝ） 

ワーク・ノートの提出 

その他、指定された課題 

２学期 
中間テスト…Program4,Program5,会話文 

期末テスト…Program6,Program7,季節・道案内 

・授業中の小テスト 

・英単語ｽﾍﾟｺﾝ ・音読ﾃｽﾄ 

ワーク・ノートの提出 

その他、指定された課題 

３学期 
期末テスト…Program8,Program9, 

Program10,1 年間の総復習 

・授業中の小テスト 

・発表ﾃｽﾄ ・英会話ﾃｽﾄ 

ワーク・ノートの提出 

その他、指定された課題 

 ※学習進捗状況や、学習理解度によって、範囲を変更する場合があります。 

<学習の進め方> 

 

 

 

 

評 価 

教材・テスト・学習の方法 


